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AF TERBEFOREX 線写真

「五百羅漢像」龍澤山善寳寺（山形県鶴岡市）
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仏像などの古典彫刻には、制作された当初の記憶とともに
手から手へ大切に守り受け継がれ歩んできた
歴史の “ 物語 ”も内包されています。
われわれは、修復を通じて、
その “ 物語 ”を次の世代へ紡いでいきます。

物語を紡いでいく



立体作品修復部門
古典彫刻修復部門

彫刻・立体作品は経年変化や損傷が一様で
はなく、修復には複合的な知識と技術が必
要になります。対象の情報を、目視による観
察・赤外線などを使用した光学調査・保存
科学部門と連携する機器を使用した科学的
分析を通して、構造や材料を知り、理解し、
考察を重ね、修復方法を決定していきます。

郷土で受け継がれた文化財

「大日如来像」八海山法音寺（山形県米沢市）

「雲龍欄間彫刻」大日如来堂（山形県白鷹町） 「一搭両尊像」鳳凰山要行寺（千葉県大網白里市）

仏像をはじめとした郷土に受け継がれる文化遺産から美術館・博物館に保管される現代美術彫刻まで広く取り
扱います。特に古典彫刻修復では鶴岡市・善寳寺をはじめ、各地の社寺へ調査修復を実施しています。
●担当研究員：笹岡直美（研究員・准教授）／宮本晶朗（研究員・准教授）／門田真実（常勤嘱託研究員）
　　　　　　客員研究員：柿田喜則／山田修／井戸博章／藤原徹
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伝統の継承と進化する東洋絵画の修復

AF TER

AF TER

BEFORE

BEFORE

掛軸や屏風、絵馬や襖といった形態を仕立てる技術は表
ひょうぐ

具や装
そうこう

潢と言われ、この技術により日本の絵画作品は
何度も修復をされながら受け継がれてきました。長い間に作品は傷みます。波打ち、横折れが進み、本紙が切れ
てしまった掛軸。経年の劣化から本紙が裏打ち紙から浮き上がり、しわが入ってしまった作品など、あまりにも
傷んだ作品は一度解体して、もう一度掛けることができるよう修復して作品を受け継ぐ手助けをします。

「最後の審判」
大浦天主堂キリシタン博物館蔵（長崎県長崎市）



左：寒糊炊きの様子／右上：顕微鏡写真（正絹に澱粉糊塗布前）／右下：顕微鏡写真（正絹に澱粉糊塗布後）
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日本の絵画修理の技術に裏打ちがあります。糊を塗った和紙を対象の裏面に貼り補強するこの伝統技術は長く文化財を支えてき
ました。糊は小麦澱粉を煮ながら攪

かくはん

拌して作ります。撹拌の仕方や時間によっても糊の出来具合は変わります。大寒の頃に作る糊を
長期間熟成させる「古糊」は掛軸修理には必須の材料です。この糊を使う紙は手漉きの和紙です。時に、本紙の繊維を分析して組
成の近い和紙を用意し、あるいは薄くて丈夫な薄美濃紙を使い、裏打ちの技術を駆使します。古来の素材を知り、技術を練磨しな
がら文化財を伝えるお手伝いがしたいと考えています。

紙を知り、糊を知り、作品を守る

東洋絵画修復部門 美術館や博物館、資料館だけでなく、地域の中には傷んでいる作品も多く見られます。それらの保存継承をする
手助けをしたいと考えます。対象は広く、掛軸、屏風襖絵だけでなく、古文書、典籍、古地図といった日本古来の
表装形態の殆どを扱っています。
●担当研究員：杉山恵助（研究員・教授）／元喜載（研究員・講師）



西洋絵画をより良い状態で未来に引き継ぐ

AF TER

BEFORE

Henri RONDEL　　《眼指》
制作年不明（19世紀末から20世紀初頭）
個人蔵（宮城県）

西洋絵画修復部門では主に油絵を取り扱っています。美術館や博物館等の公共の施設から個人の所蔵者まで
幅広い層から相談を受け、作品を調査します。損傷している作品は依頼者と綿密に話し合った上で修復を行い、
作品をより良い状態で後世へ継承していく方法を研究・実践しています。写真はおよそ100年前に制作された
と考えられるフランス人画家の手による油彩画です。作品の表裏に黴が発生し、さらにワニス層の黄変を含む変
容により画像が見え難い状態にありました。黴の除去により保存上の安全性を回復し、複数層からなるワニスの
上層部を除去し再塗布を実施することで、作品本来の色彩や図像を認識できるよう美観を回復させました。
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油絵は板や布を支持体として油絵具を
幾重にも重ね、ワニスで仕上げた層構造
で出来ています。この素材の異なる層の
重なりが油絵の特徴であり、損傷にも大
きな影響を与えます。西洋絵画の修復は
素材や構造を理解することから始まりま
す。目視での調査は勿論、紫外線や赤
外線を用いた光学調査、保存科学部門
と協力し最新の機器を使用した科学分
析調査を行います。調査結果を考察し
た上で修復の方法を慎重に選び、作品
がつくられた当初の姿を大切にしながら
修復処置へ進みます。作品そのものには
目立つような傷みがない場合でも、将来
起こりうる劣化を視野に入れ、額の調整
や保管環境の改善など予防的保存処置
を提案しています。

作品の支持体破れを修復

経糸・緯糸を組み直す処置前

赤外線写真を撮ることで下層にある下書きが見えることがあります。これも作品の修復・研究に大事
な調査です。（左：通常光写真、中央：赤外線写真、右：紫外線写真）

かけはぎ補強後

素材を知り、作品を知る

西洋絵画修復部門 東北地方にゆかりある画家の作品をはじめ、日本近現代洋画の調査・修復を行っています。調査・修復を通した考
察を深めることで、作品の来歴や画家の技法の特徴が判明する場合があります。得られた新たな知見は作品修復
の一助とするだけでなく、研究発表や公開することで社会に貢献できればと考えています。
●担当研究員：中右恵理子（研究員・准教授）／米田奈美子（客員研究員）
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遺跡はその土地が歩んできた歴史を記憶する場所です。歴史・考古部門では自治体と連携
して発掘調査等を行い、地下にある遺跡の内容及び価値を明らかにします。また、保存科学
部門とともに発掘された遺構の一部切り取りや土層転写、脆弱遺物の取り上げを行い、これ
を保存して本物の迫力を未来に伝えます。特別史跡「三内丸山遺跡」では、発掘後露出展
示されている土器集積遺構の保存処理と維持管理に携わっています。
一方、地上にある文化財の研究にも取り組んでいます。長い暮らしのあゆみが作り上げてき
た歴史的風致や町並み景観について調査し、その個性・魅力を地域づくりの資源として生か
すことを提案。山形県高畠町では住民らとともに江戸期以来連綿と続く、凝灰岩の手掘り採
掘技術を調査・記録し、それら製品が蓄積する個性的な景観と暮らしの知恵を明らかにしま
した。成果の普及のために毎年石工サミットを開催しています。

土地の記憶を未来につなぐ遺跡の保存と修理、そして活用

1．史跡・有形文化財等の三次元計測（上山市楢下）
2．全国石工サミットinたかはた　鍛冶技術のワークショップ
3．露出展示された遺構の保存処理（青森県三内丸山遺跡、2015年度）

1

2

3

歴史・考古研究部門 主に遺跡や文化的景観に関する調査研究を進めています。遺跡では保存目的（範囲確認、史跡整備）の発掘調
査や地形測量を実施しています。また、地域文化財の総合把握として石造物等の有形文化財、伝統的な生業
技術にみられる無形文化財や民俗文化財、町並み景観などを研究しています。自治体や住民と連携した活動を
通して、文化財行政や地域作りにも貢献します。
●担当研究員：北野博司（研究員・教授）／青野友哉（研究員・准教授）／添田雄二（客員研究員） 

左：北海道有珠モシリ遺跡の発掘調査（2019年）／右：製作した土器による調理実験の様子（2019年）

歴史と考古学の研究

8



地域の文化財を掘り起こし、活用することで地域の活性化を図る取
り組みは、当センターが重要課題に掲げてきた「地域に寄り添った文
化財の保存・活用」の基軸であります。保存科学部門は、公開を前
提とした修復技術を創出し、多様な文化遺産に対して自然科学的視
点で研究に取り組んでいます。科学的手法を用いた分析は現代の保
存修復において必要不可欠です。当センターでは、X線透過撮影装
置やX線回折装置などの最新機器を駆使し、様々な材質の文化財を
対象とした調査･研究を進めています。また、2022年度には減圧含浸
処理装置、脱塩処理装置､エアブラシ装置などを導入し、金属製品・
木製品を中心とする出土文化財の保存処理を推し進めています。
保存科学部門は各修復研究室が必要とする情報を提供すべく、構
造や材質、劣化の状態や要因、保存環境等について自然科学的な
視点から調査を行っています。

鉄錆試料の作成

左：X 線回折装置を用いた材質調査／右：赤外線カメラによる墨書の判読

保存科学の取り組み
保存修復との連携

保存科学部門 保存科学部門は各修復研究室が必要とする構造・材質、劣化状態・要因、保存環境等に関する情報を自然科
学的に調査分析し、修復部門を支援する役割を担っています。現在の保存修復では、科学的なデータで文化財
の状態を診断することが重要視されています。保存科学研究室では、多様な文化財に対応した最新の機器を設
置し、様々な科学分析が可能となっています。
●担当研究員：成瀬正和（センター長・教授）／伊藤幸司（研究員・教授）／佐々木淑美（研究員・准教授）
●客員研究員： 荒木徳人、石崎武志、岡本篤志、金原美奈子、河崎衣美、小林啓、中村力也、村串まどか、  

安木由美、大和あすか

文化遺産の保存・活用の研究
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センターでは研究成果について、センター内外での展示、シンポジウム、公開講座、研
究会、紀要の作成などによって発信しています。
文化財をとおした地域との連携、文化財を教育に活用することで生まれる文化理解、
また観光資源として文化財を活用することで創出される経済効果など、総合的な文化
財活用の在り方を模索した研究活動を目指しています。

2011年の東日本大震災では津波により多くの文化財が被災し､その復興は現在も継続して行われています。当センターでも被災
文化財の修復に取り組んできました。2022年には独立行政法人国立文化財機構文化財防災センターと連携協定を結び､文化財
防災･減災や､被災文化財の保存処置に関する調査研究を進めています。平時におけるこのような活動や研究こそが､突然襲い来る
災害から文化財を守る際に活かされるはずです。当センターは東北における文化財保存修復の拠点として文化財防災・減災への
取り組みを継続しています。

災害で被災した文化財を修復し、地域の心を守り伝える

P ICKUP

研究活動の公開

1. センター公開講座「ド・ロ版画『最後の審
判』」オンライン配信（2022年）

2. 専門技術講演会「トレハロースを用いた文化
財保存の実践―基礎的な方法から元寇イカリ
の保存まで―」オンライン配信（2022年）

3. 専門家会議「江戸～明治時代の色料の種類
と変遷」（2023年）

1

1

2

2 3

1.合成樹脂による防錆処置／ 2.保存処理前の資料調査



当センターでは保存修復に関する相談を受け付けています。各専門分野の担当者が研究・修復に取り組む体制をとっており、科学
的調査を行いながら、地域や環境に根差した文化財の保存継承の手助けとなるよう取り組んでいます。

定期刊行物としてセンター紀要（2011～）があります。
地域文化遺産の価値の再評価と循環型保存活用シ
ステムの構築に取り組んだ研究事業報告書や、所
有者の目線に立った文化遺産日常管理マニュアル
などを刊行しています。HP（http://www.iccp.jp）で
も一部pdfでダウンロードすることができます。

P ICKUP

傷んだ作品の相談、保存修復の依頼受け付けております

刊行物

受 託 実 績
都 道 府 県

※平成24年～令和4年

令 和 ４ 年
受 託 実 績

※東北地方

令和４年度受託実績一覧

山形県

鶴岡市 善寳寺五百羅漢像保存修復業務

山形市 十文字天満神社御神体修復事業

山形市 十文字天満神社宮殿型厨子修復

鶴岡市 出羽三山歴史博物館仏像梱包搬出入業務

白鷹町 大日如来堂欄間彫刻・蟇股彫刻の保存修復業務

米沢市 上杉博物館所蔵「大名行列絵巻」本格解体修理【2022 年度】

米沢市 浄円寺所蔵「襖絵」本格解体修理

新庄市 向陽山瑞雲院所蔵「涅槃図」応急修理

鶴岡市 石田博氏所蔵「魚籃観音図」応急修理業務

山形市 個人蔵「過去帳」応急修理業務

米沢市 法音寺所蔵「人天蓋」修理業務

米沢市 法音寺所蔵「両界曼荼羅」応急修理事業

米沢市 法音寺所蔵「両界曼荼羅」保存箱制作事業

遊佐町 令和 4 年度遊佐町船絵馬作品調査事業

山形市 武者人形「楠木正成公」一式修復

東根市 東根市所蔵作品保存修復業務

青森県

むつ市 田名部館遺跡出土鉄製品保存処理業務

青森市 三内丸山遺跡南盛土（露出展示）保存処理業務委託

岩手県

　花巻市 令和 4 年度花巻市博物館所蔵花巻人形彩色調査研究業務

陸前高田市 陸前高田市立博物館所蔵木材加工関連資料および現状および修理

宮城県

丸森町 まるもりふるさと館所蔵「青い目の人形」修復業務

千葉県

大網白里市 要行寺 四菩薩像・三光天子像・大黒天像・厨子入大黒天像・日蓮聖人像一式修復

大阪府

富田林市 大阪府立狭山池博物館　木製枠工及び堤体等保守点検業務

２

２
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青森県

岩手県

山形県

宮城県



東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター

〒990-9530 山形県山形市上桜田3-4-5　
TEL 023-627-2204　FAX 023-627-2303　
E-mail iccp＠aga.tuad.ac.jp　URL http://www.iccp.jp

●修復のお問い合わせはこちら

文化財保存修復研究センター
至悠創の丘

本館

バス停

東北芸術工科大学文化財保存修復研究センターは全国初の大学附属文化財
保存修復研究センターとして、2001年4月に設立されました。地域の文化財を守り、
伝える研究機関として、教育や研究にも多方面から取り組んでいます。

東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター

令和 5年度版

2001 東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター設立
2005  文部科学省オープン・リサーチ・センター整備事業「地域文化遺産の循環型保存・活

用システムに関する総合的研究」採択（2010年3月まで）
2010  文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「複合的保存修復活動による地

域文化遺産の保存と地域文化力の向上システムの研究」採択（2015年3月まで）
2015 「寒冷地域における文化財の保存修復に関する研究」（2019年3月まで）
2019　「文化遺産の保存・活用に関する研究」

建物名称：文化財保存修復研究センター／建築規模：763.38㎡／延床面積：2,343.21㎡
最高高さ：18.95ｍ／軒高さ：13.415ｍ

R13

R112

R286

山形県庁

山形市役所

諏訪神社

文翔館

山形大学医学部至福島

第六中

ヒルズサンピア山形

悠創の丘

山形自動車道

山形蔵王 IC

至仙台

東北芸術工科大学

JR山形駅

至仙台・秋田
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